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平成30年度新規採択分より新しい科研費シス

テムがスタートする1。「挑戦的研究」（前「挑戦

的萌芽研究」）は、先行して29年度から新区分

で審査がなされたが、審査区分の変更が我々研

究者にとってどんな影響があるのか、実際に始

まってみないとわからないところは多い。詳し

い変更点は文部科学省の発表した資料を参照頂

きたいが2, 3、若手研究者にとっては今回の科研

費改革が研究活動に非常に大きく影響すること

は間違いない。

2点の大きな変更が発表されているが、まず

一つは若手の定義が変わることである。育児休

業などは考慮されるようだが、学位取得後8年

未満の研究者に若手研究への応募が認められる

ようになる。これまでは、39歳以下が若手研究

者の定義であったので、学位取得8年を過ぎた

35歳あたり（例えば27歳で学位を取得）から39

歳の年齢層の研究者は科研費システム上若手研

究者ではなくなり、必然的に基盤研究や挑戦的

研究に応募することになる。若手研究はもとも

と2回の獲得制限を設けていたのだから、敢え

て学位取得後年数の制限をかけなくてもと感じ

る30代後半の研究者は多いだろう。実際、著者

と同世代の研究者がその対象となり、制度変更

によって基盤研究への移行を早められた知人も

少なくない。一方、新制度で若手に分類される

研究者にとっては好機と言える。第5期科学技

術基本計画において科研費の新規採択率の目標

が30％と設定されたことに沿ってか4、「若手研

究」の採択率も30％超とすることで若手研究者

をサポートする制度になるようだ5。競争相手が

限定され、過去の実績にも大きく差がでないで

あろうことから、学位取得間もない若手研究者

にも科研費獲得の機会が広がるのではないだろ

うか。充足率の向上も明記されていることから、

獲得時には大きな計画変更は必要なく円滑な研

究実施が期待できる。また、平成29年度から「若

手研究（B）」における独立基盤形成支援が試行

され、研究室を構える若手研究者に研究基盤整

備のための追加支援を受けられることになった

が、支援対象者の要件が大学又は大学共同利用

機関法人に所属し、准教授以上の職位に就いて

2年以内の者となっている。この条件でどの程

度の応募数があるのか、支援制度として成立す

るのかはこれから注視する必要があろう。

そして、もう1点の変更は「若手研究（A）」

の新規採択が廃止となり、「基盤研究」に統合さ

れることである。「若手研究（A）」を獲得でき

る若手研究者（39歳以下）は、実績的にも「基

盤研究（B）」等を獲得可能で、現状でも他の世

代の研究者と十分に競っている状況であるから

ということだ。著者の研究分野で過去の「基盤

研究（B）」の採択課題を見てみると、分野では

著名な研究者が代表者となっている課題が並ん

でおり6、これからはそれらの課題と競合する

ことを考えなければならない。3年程度の経過

措置があり、「基盤研究（B）」の審査において、

若手研究者を優先的に採択する仕組みを導入す

るとされている。こちらの若手研究者にはこれ

までの39歳以下の定義を採用するようである。
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ただ、優先的といっても、若手のために特別採

用枠を作るわけではなく、評価が並んだら若手

を優先する程度だということなので、実質的に

は業績面での上積みや、申請書の推敲が必要な

のは言うまでもない。さらに、「若手研究（A）」

に比べ「基盤研究（B）」の研究費の上限額が1,000

万円低いため、高額な備品等を必要とする若手

研究者にとっては、さらに高額の研究種目であ

る「基盤研究（A）」に応募せざるを得なくなる。

「基盤研究（A）」には、若手研究者の優遇措置

を設けない（設けるべきでないと考えられてい

る）ことから、高額研究費を狙う若手研究者に

とっては従来よりも厳しくなる変更となってい

る。

また、「挑戦的研究（萌芽）」の29年度の採

択率は、「挑戦的研究（開拓）」が新設された

影響からかこれまでより大きく下がり、10.9％

（1,586/14,491件）であったと発表された7。若手

研究者で「挑戦的研究（開拓）」に応募する人は

少ないかもしれない。しかし、過去の実績（業

績）に捕らわれず申請できる「挑戦的研究（萌

芽）」は若手研究者の研究費としても選択肢のひ

とつであったはずだ。応募額を最大限尊重した

配分を実施（充足率は原則100％）した影響も

あるだろうが、28年度の「挑戦的萌芽研究」が

採択率20.2％（3,613/17,895件）であったことか

らすると非常に狭き門になった印象である。

「特設分野研究」は、申請時の重複制限にかか

らないこともあり、これまでに多くの若手研究

者も応募し研究費を獲得した課目だが、「基盤研

究（B・C）」の中での新規分野の設定は平成30

年度より停止されるので注意が必要である。な

お、30年度から、「特設分野研究」は「挑戦的研究」

の枠組みの元で実施されることが発表されてい

る。これに伴い、「特設分野研究」の新規・継続

申請者は29年度から「挑戦的研究」には重複で

応募できないことになっている。そのため、「特

設分野研究」の改変も少なからず若手研究者の

獲得科研費に影響がでる可能性がある。

ここまで述べた通り、今後若手研究者の競争

的資金の獲得方法が大きく変わる。将来的には、

若手研究者による海外での新たな課題探索を支

援する「グローバルチャレンジファンド（仮称）」

の創設（国際共同研究加速基金の発展的見直し）

についても検討されているようだ8。若手に限ら

ず、我々研究者が科研費を活用し円滑な研究活

動を進めるためには、時事変化する審査システ

ムに対応する柔軟性がこれまで以上に求められ

るだろう。そのためにも貪欲に情報を収集し、

競争相手より早く新制度に対応することが科研

費採択への近道となるのではないだろうか。い

ずれにせよ、この科研費改革が若手研究者のみ

ならず日本の研究者の研究環境向上をもたらす

には、研究者による制度活用へのさらなる努力

と研究者から新制度へのフィードバックが必要

となるだろう。
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